
第２部(午後)  福島からの報告 

  震災・原発事故から２年 地域と教育の課題 
・ 原発から４０㎞圏 子ども・教職員・学校、地域は？ 
・ 新たな「安全神話」押しつけの実態、学校と教育の役割・課題は？ 

遠藤慎一さん 相馬市立中村一中 教組共闘役員 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３月３日（日）１０：００～１６：３０ 
場所 杉並区立久我山会館 

京王井の頭線 久我山駅南口徒歩２分 

 
 
 
 
 
 
主催 東京民研 東京都教職員組合 

３・１１から２年 

―震災・原発が問いかけるもの Ⅱ― 

第１部(午前)  宮城からの報告 

 地震・津波被災から２年のいま 今後の課題 
・ 地域の産業は？くらし、教育、まちは？ 
・ 政治、経済、社会構造と被災、復興を考える 

高橋正行さん 宮城県立柴田農林高校、宮城高教組委員長 

第３部 参加者による報告・討論 
今、取り組んでいること、取り組みたいこと 



 

 

 
 
 杉並区立久我山会館 


